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の
歳
入
で
は
、
町
税
が
税
制
改
正

及
び
税
源
移
譲
に
よ
る
個
人
町
民

税
の
増
収
と
景
気
回
復
に
よ
る
法

人
町
民
税
の
増
収
に
よ
り
７
・
２

％
増
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
一

方
、
税
源
移
譲
に
よ
る
所
得
譲
与

税
の
廃
止
、
恒
久
減
税
廃
止
に
伴

う
地
方
特
例
交
付
金
の
減
、
引
き

続
き
大
幅
な
減
が
見
込
ま
れ
る
地

方
交
付
税
、
さ
ら
に
学
校
改
築
事

業
の
終
了
に
よ
る
国
庫
支
出
金
・

町
債
の
減
な
ど
、
歳
入
を
取
り
巻

く
情
勢
は
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
不
足
す
る
財

源
の
補
て
ん
と
し
て
、
基
金
繰
入

及
び
臨
時
財
政
対
策
債
の
借
入
れ

に
よ
り
、
所
要
財
源
を
確
保
い
た

し
ま
し
た
。

中
・
長
期
的
な

財
政
の
健
全
化
に
配
慮

一
方
、
歳
出
で
は
、
平
成

年
１９

度
を
『
財
政
健
全
化
元
年
』
と
位

置
付
け
、
財
政
改
革
の
推
進
を
基

本
姿
勢
と
し
ま
し
て
、
中
・
長
期

的
な
財
政
の
健
全
化
に
配
慮
し
、

新
年
度
の
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、

予
算
要
求
に
シ
ー
リ
ン
グ
を
定
め
、

経
常
経
費
の
一
律

％
削
減
を
実

１０

施
す
る
と
と
も
に
、
投
資
的
経
費

は
緊
急
性
及
び
費
用
対
効
果
を
精

査
し
優
先
順
位
を
定
め
、
最
小
限

の
範
囲
の
な
か
で
重
点
的
な
予
算

配
分
を
行
い
ま
し
た
。

投
資
的
経
費
の
抑
制
を
徹
底

そ
れ
で
は
、
平
成

年
度
の
当

１９

初
予
算
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ

億
７
千
７
百
万

５９

円
で
、
前
年
度
対
比
９
億
４
千
３

百
万
円
、

・
６
％
の
減
と
平
成

１３

４
年
度
以
来

年
ぶ
り
に

億
円

１５

５０

台
の
緊
縮
予
算
と
い
た
し
ま
す
。

増
減
事
由
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

野
木
小
学
校
改
築
事
業
が

年
度

１８

で
ほ
ぼ
終
了
し
た
た
め
教
育
費
が

約
７
億
４
千
万
円
の
減
と
な
る
ほ

か
、
す
べ
て
の
科
目
に
お
い
て
経

常
経
費
の
一
律
削
減
を
実
施
し
、

投
資
的
経
費
の
抑
制
を
徹
底
し
た

こ
と
に
よ
る
減
で
あ
り
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
、
平
成

年
度

２３

に
国
と
地
方
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ

ラ
ン
ス
黒
字
化
の
実
現
の
た
め
、

行
革
推
進
法
に
基
づ
く
歳
出
削
減

路
線
を
強
化
す
る
こ
と
を
基
本
に
、

平
成

年
度
予
算
編
成
を
行
う
一

１９

方
、
地
方
財
政
対
策
と
し
て
、
地

方
税
収
入
の
増
加
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
公
債
費
や
社
会
保
障
関
係
経

費
の
増
加
に
よ
り
生
じ
る
財
源
不

足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
定
員
純

減
に
よ
る
人
件
費
抑
制
と
地
方
単

独
事
業
の
抑
制
に
よ
り
、
地
方
財

政
計
画
の
総
額
を
圧
縮
し
、
財
源

を
確
保
す
る
方
針
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
町

よ
っ
て
、
更
に
「
元
気
の
出
る
ま

ち
・
野
木
町
」
の
創
造
を
目
的
と

し
た
も
の
で
す
。
こ
の
目
的
に
向

か
っ
て
更
な
る
努
力
を
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
引

き
続
き
、
町
政
改
革
を
一
層
推
進

し
、
町
民
に
よ
り
良
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
機
構
の
見
直

し
を
図
り
、
事
業
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
限
り
あ
る
財
源
の
な
か

で
、
費
用
対
効
果
を
峻
別
し
、
メ

リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
編
成
・
事
業

計
画
を
図
り
、
引
き
続
き
、
民
間

活
力
の
導
入
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
す
町

営
墓
地
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

基
本
構
想
が
固
ま
り
次
第
、
詳
細

設
計
に
つ
い
て
予
算
化
し
、
整
備

に
向
け
て
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。ま
た
、「
水
辺
の
楽
校
」
整

備
に
つ
き
ま
し
て
も
引
続
き
、
国
、

県
へ
要
望
し
、
早
期
実
現
に
向
け

て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
民
参
加
で

連
帯
感
の
あ
る
町
政
を
基
本
に

私
は
「
町
民
参
加
で
連
帯
感
の

あ
る
町
政
」
を
基
本
に
、
町
民
と

の
対
話
を
推
進
し
、
誠
心
誠
意
全

力
を
挙
げ
て
職
務
を
全
う
す
る
決

意
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
議
会
議

員
各
位
、
町
民
の
皆
様
の
深
い
ご

理
解
と
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
す
る

地
方
行
政

今
、
我
が
国
の
経
済
状
況
は
、

消
費
や
設
備
投
資
が
引
き
続
き
増

加
し
、
い
ざ
な
ぎ
景
気
を
超
え
た

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
国
民
の
生
活

ま
で
そ
の
豊
か
さ
は
未
だ
実
感
で

き
な
い
状
況
と
思
わ
れ
ま
す
。
行

政
面
で
は
、
国
は
地
方
分
権
を
一

層
推
進
し
、
地
方
行
政
は
、
地
方

自
治
・
新
時
代
、
地
方
分
権
時
代

を
迎
え
、
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

活
気
に
満
ち
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
っ

て
、
町
は
、「
新
野
木

計
画
」
後

２１

期
計
画
に
基
づ
き
、「
元
気
の
出
る

ま
ち
・
野
木
町
」を
目
指
し
、「
人
が

元
気
」、「
地
域
が
元
気
」、「
産
業
が

元
気
」
の
三
つ
の
視
点
か
ら
展
開

し
、
活
気
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
町
民
、
企
業
、
行
政
の
三
者

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
協
働
）に

安全・安心なまちづくりを推進算

児童生徒の安全確保対策を推進算

待機児童解消に向け保育体制の整備算

全ての小学校区内での学童保育の実施算

所信表明

平成１９年第１回野木町議会

定例会の開会にあたり、私の

町政に対する所信の一端と、

当初予算案の概要を申し上げ

させていただきます。
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業
と
し
て
の
逆
川
排
水
機
場
ポ
ン

プ
増
設
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
度
を
も
っ
て
完
了
い
た
し
ま

す
。ま

た
、
上
水
道
事
業
に
つ
き
ま

し
て
も
、
全
戸
給
水
に
向
け
引
き

続
き
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
防
災
行
政
と
し
ま
し

て
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
防
犯
灯
設
置

事
業
及
び
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
成
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

土
木
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、

緊
急
性
の
あ
る
駅
前
の
雨
水
排
水

対
策
と
し
ま
し
て
二
級
幹
線
一
号

線
の
排
水
工
事
を
始
め
、
長
年
の

懸
案
で
あ
り
ま
し
た
中
谷
踏
切
道

拡
幅
の
た
め
の
二
級
幹
線
五
号
線

の
測
量
設
計
委
託
等
、
町
道
の
整

備
を
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
町
民
の
憩
い
の
場
で

あ
る
公
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安

全
か
つ
快
適
な
公
園
と
し
て
適
切

に
維
持
管
理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。公

共
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
補
助
事
業
等
に
よ
る
管
渠

工
事
を
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
な
お
、
雨
水
浸
水
対
策
事

業
も
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

次
に
、
福
祉
行
政
に
つ
き
ま
し

て
は
、
少
子
化
対
策
と
し
ま
し
て
、

保
育
所
の
待
機
児
童
解
消
に
向
け
、

保
育
体
制
の
整
備
を
図
る
と
と
も

に
、
す
べ
て
の
小
学
校
区
内
で
の

学
童
保
育
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
者
・
障
害
者
の

皆
さ
ん
へ
の
支
援
の
充
実
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、

農
業
基
盤
の
整
備
を
推
進
す
る
た

め
、
県
単
独
農
業
農
村
整
備
事
業

と
し
ま
し
て
、
幹
線
排
水
路
整
備

及
び
農
道
整
備
事
業
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進

主
な
施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。
教
育
行
政
に
つ
き
ま
し
て

は
、
野
木
小
学
校
改
築
事
業
の
最

終
年
度
と
し
ま
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
工
事
を
実
施
す
る
ほ
か
、
各

小
中
学
校
の
施
設
の
改
修
事
業
、

非
常
勤
講
師
配
置
事
業
、
国
際
理

解
と
語
学
教
育
の
充
実
を
図
る
た

め
の
外
国
語
指
導
助
手
配
置
事
業

及
び
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の
た

め
の
友
沼
橋
立
哨
業
務
委
託
事
業
、

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
設
置
事
業
を
引

き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
シ
モ
レ
ン
煉
瓦
窯
調
査
事

「「財政健全化元年「財政健全化元年」」と位置付けと位置付け
財政改革を推進しま財政改革を推進しますす
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統統統統統統統統統統一一一一一一一一一一地地地地地地地地地地方方方方方方方方方方選選選選選選選選選選統一地方選挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙
統
一
地
方
選
挙

投
票
日
時

酸
県
議
会
議
員
選
挙

４
月
８
日（
日
）

午
前
７
時
～
午
後
８
時

《
３
月

日（
金
）告
示
》

30

酸
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙

４
月

日（
日
）

22

午
前
７
時
～
午
後
８
時

《
４
月

日（
火
）告
示
》

17

＊

＊

＊

期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投

票
所
へ
行
け
な
い
場
合
は
、
投
票
日
前
に
期
日

前
投
票
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
期
日
前
投
票
を

行
う
日
に
満

歳
に
な
ら
な
い
方
は
、
不
在
者

20

投
票
が
で
き
ま
す
。

野野野野野野野野野野木木木木木木木木木木町町町町町町町町町町選選選選選選選選選選挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙管管管管管管管管管管理理理理理理理理理理委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員野木町選挙管理委員会会会会会会会会会会会



大大大大大大大大大大切切切切切切切切切切なななななななななな一一一一一一一一一一票票票票票票票票票票、、、、、、、、、、忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘れれれれれれれれれれずずずずずずずずずずにににににににににに投投投投投投投投投投票票票票票票票票票票ししししししししししままままままままままししししししししししょょょょょょょょょょ大切な一票、忘れずに投票しましょううううううううううう
期
日
前
投
票
期
間

酸
県
議
会
議
員
選
挙

３
月

日（
土
）～
４
月
７
日（
土
）

31

酸
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙

４
月

日（
水
）～

日（
土
）

18

21

期
日
前
投
票
時
間

午
前
８
時

分
～
午
後
８
時

30

（
土
曜
、
日
曜
も
同
じ
）

期
日
前
投
票
所

役
場
本
館
１
階
第
１
会
議
室

持
参
す
る
も
の

入
場
券
（
届
い
て
い
る
場
合
）

問町選挙管理委員会事務局

（町総務課内）

緯（５７）４１１４

（5）
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第４回町バスケット

ボール春季大会

日 時 ５月２７日(日)

場 所 野木中新体育館

参加資格 高校生以上のチーム

参加料 １チーム１０００円

申込期限 ５月１２日

問田村勝美 緯（５７）１１８５

おはなし会

■

日 時 ４月６日（金）

午前１１時～１１時３０分

会 場 １階おはなしコーナー

対 象 幼児

ボランティア団体 グレース森

■

日 時 ４月１０日、１７日、２４日(火）

午前１１時～１１時２０分

会 場 １階おはなしコーナー

対 象 幼児

ボランティア団体 ピノキオ

■

日 時 ４月２１日（土）

午後２時～２時３０分

会 場 １階おはなしコーナー

プログラム 絵本と紙しばい 他

対 象 ４歳位から小学生

ボランティア団体 ピノキオ

こども映画会

「くまのプーさん」

日 時 ４月７日（土）

午後２時～３時２０分

会 場 ２階ホール

対 象 ５歳以上

「ライオン・キング」

日 時 ４月２８日（土）

午後２時～３時３０分

会 場 ２階ホール

対 象 ５歳以上

学校移動図書館

ひまわり号で、各小学校を巡回し

ています。一般の方へも貸出ができ

ますのでご利用ください。

ただし、児童書中心でビデオの貸

出は行っていません。

４／１２ 野木小 １３：００～１４：３０

４／１３ 友沼小 １３：１５～１４：１５

４／１７ 佐川野小 １３：１５～１４：００

４／１８ 南赤塚小 １３：３０～１４：３０

４／１９ 新橋小 １３：１５～１４：３０

新着図書案内

＜一般書＞

産Ｙｅｓ、ａｎｄで、すべては

うまくいく！ （樋栄ひかる）

産ローマ人の物語１５ （塩野七生）

産硫黄島 新装改訂版

（R.Fニューカム）

産大人が絵本に涙する時

（柳田邦男）

産舞い下りた花嫁 （赤川次郎）

産トリック特急、長崎から京都へ

（斎藤栄）

産あなたに逢えてよかった

（新堂冬樹）

産ＤＵＳＴ （山田悠介）

＜児童書＞

産かいけつゾロリまもるぜ！

きょうりゅうのたまご

（原ゆたか）

産もしも空が落ちてきたら朝食に

雲をいただきましょう

（クーパー エデンズ）

産海駆ける騎士の伝説

（ダイアナ ウィン ジョーンズ）

産実物大恐竜図鑑

（デヴィット ベルゲン）

産ともだちおまじない（内田麟太郎）

ブックスタート

ボランティア募集

毎月、乳幼児の４か月・８か月健

診の際に活動しているブックスター

トを、お手伝いしていただけるボラ

ンティアを募集しています。

下記の研修の全てを受講の上で、

参加していただきますので、初めて

の方も大歓迎です。

興味のある方は、図書館まで連絡

ください。

産４/１７（火）１３：３０～１５：３０

ブックスタートとは？

産４/２４（火）１３：３０～１５：３０

町のブックスタートの取り組みに

ついて

赤ちゃんの発達と子育て支援

産５/８（火）１０：００～１２：００

絵本について

活動日 月２回程度

場 所 町保健センター

募集期限 ４月１５日
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文化のつどい

「ＪＡＺＺコンサート」

町文化協会主催による町民の皆様

を対象とした「ＪＡＺＺコンサート」

です。ご来場をお待ちしています。

日 時 ５月１３日（日）

午後２時３０分～

場 所 エニスホール大ホール

出演者 齋藤“Dorami”久美 他

入場料 無料（整理券必要）

※整理券は４月２２日（日）午前９時か

ら町公民館にて１人２枚まで配布

問町生涯学習課 緯（５７）４１８８

夜間テニス場

フットサル開放（試行）

夜間の利用促進とスポーツ普及の

ため、町総合運動公園テニス場１区

画をフットサルに開放します。利用

するには登録が必要です。

仮登録受付 ４月９日～２０日

申込方法

公民館窓口又は電話・FAXで

登録資格

野木町・三国サミット市町の在住

在勤者（５名以上で使用条件を遵

守する団体）

利用時間 火～日曜日の午後５時～

９時（２時間単位）

使用料 使用料規定による

使用コート E・Fテニスコート

登録団体使用説明会

４月２６日（木）午後７時 町公民館

※説明会参加にて登録団体と認定し

ます。

※フットサルの使用申請は使用日７

日前まで優先とし、以降申請が無い

場合は通常の使用・申請となります。

問町生涯学習課 緯（５７）４１８７

姉（５７）４１９２

剣道教室～剣は心なり～

日 時 ４月１７日～５月１９日

毎週（火）（木）（土）

午後６時５０分～

場 所 野木中武道館 （火）

野木第二中武道場（木・土）

対象者 小学生以上

指 導 野木剣友会

参加料 １人５００円(保険含)

申込期間 ４月３日～２８日

※興味のある方は、見学自由です。

問岩崎統一 緯（５６）１２７４

(午後６時～８時)

第31回町卓球選手権大会

兼第8回町ラージボール

卓球選手権大会

日 時 ５月１３日（日） 午前９時～

場 所 町体育センター

参加料 １人 ３００円

申込期間 ５月１日～１０日

抽選会 ５月１０日（木）

問針谷良七 緯（５７）４１８７

栗田幸一 緯（５５）１３０５

第26回

町テニス選手権大会

種目・期日

産男子シングルス

４月１５日（日）

予備日：４月２２日（日）

産男子・女子ダブルス

４月２９日（日）

予備日：５月６日（日）

場 所 町総合運動公園

参加料 １人１５００円（当日）

※ボールは事務局で用意

申込期間 ４月１日～７日

参加資格 町在住在勤者

町テニス協会登録チームの者

問藁科誠 緯（５７）３２０４

姉（５７）４７８６

第35回

町バレーボール大会

日 時 ５月１３日（日）

場 所 野木二中体育館

申込期限 ５月８日

参加資格

町バレーボール協会登録チーム

問渋谷友子 緯（５７）０１６２

第29回

町バドミントン大会

日 時 ５月２７日（日）

場 所 野木二中体育館

対象者 町在住在勤者

及び協会が認めた者

種 目 産男子ダブルス

Ａ・Ｂ・Ｃクラス

産女子ダブルス

Ａ・Ｂ・Ｃクラス

参加料 １組２０００円

申込期間 ５月１日～２０日

抽選会 ５月２３日（水） 町公民館

問松原正代 緯（５７）９２０９

第20回町グラウンド

ゴルフ協会大会

日 時 ５月１８日(金)

場 所 あじさい公園

対象者 町在住在勤者

申込期間 ５月９日～１４日

問平田義美 緯（５７）３８４３

PORTSS
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太
極
拳
雲
手
（
ユ
ン
シ
ョ
ウ
）

「
水
墨
画
ク
ラ
ブ 

宏
墨
会
」

野
木
エ
ニ
ス
混
声
合
唱
団

〜
視
聴
覚
室
か
ら
歌
声
は
響
く
〜

サ
ー
ク
ル
紹
介

　
太
極
拳
雲
手
（
ユ
ン
シ
ョ
ウ
）
は

平
成
11
年
に
発
足
し
、
13
年
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
登
録
、
現
在
会
員
19
名

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
太
極
拳
は
ゆ
っ

く
り
と
し
た
動

き
で
前
後
左
右

に
中
腰
状
態
で

移
動
す
る
た
め
、

足
腰
の
機
能
や

バ
ラ
ン
ス
力
を

高
め
、
血
行
や

新
陳
代
謝
を
活

発
に
し
、
脳
に

酸
素
が
行
き
渡
る
の
で
心
を
落
ち
着

か
せ
る
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
会
員
一
同
実
感
し
な
が

ら
、
岡
崎
和
代
講
師
の
行
き
届
い
た

指
導
の
下
で
、
清
々
し
い
汗
を
か
き
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
新
規
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

練
習
日
時
　
毎
週
水
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時
　
町
武
道
館

連
絡
先
　
谷
井
（
57
）
０
１
４
４

　
第
九
の
演
奏
会
を
最
後
に
野
木
町

施
設
振
興
事
業
団
主
催
の
講
座
は
終

了
し
た
。
私
た
ち
は
、
長
い
間
ご
指

導
く
だ
さ
っ
た
金
井
敬
先
生
の
お
力

添
え
を
得
て
、
新
合
唱
団
を
発
足
さ

せ
た
。
今
、
新
団
員
も
加
わ
り
新
た

な
和
が
で
き
つ
つ
あ
る
。
♪
歌
声
は

人
を
結
び
つ
け
る
♪
ほ
ん
と
う
に
い

ろ
い
ろ
な
人
の
集
ま
り
だ
が
、
共
通

し
て
い
る
の
は
、
み
ん
な
歌
う
の
が

好
き
な
こ
と
。

　
私
た
ち
は
地
域
に
誇
れ
る
合
唱
団

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
練
習
し
て
い

る
の
は
吉
野
弘

の
詩
に
高
田
三

郎
作
曲
「
心
の

四
季
」
で
す
。

時
間
を
つ
く
っ

て
の
ぞ
い
て
み

ま
せ
ん
か
。
一

緒
に
歌
い
ま
し
ょ

う
。

練
習
日
　
金
曜
　
午
後
７
時

　
　
　
　
　
　
　
町
公
民
館

連
絡
先
　
大
須
賀
（
57
）
４
４
２
２

※
お
詫
び
と
訂
正

館
報
ふ
れ
あ
い
１
１
５
号
（
広
報
の

ぎ
１
月
号
）
で
サ
ー
ク
ル
紹
介
し
ま

し
た
「
水
墨
画
ク
ラ
ブ
　
宏
墨
会
」

の
記
事
中
で
水
彩
画
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
水
墨
画
の
誤
り
で
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
練
習
日
は
、
月
２
回
、
第
２
、
４

木
曜
日
午
後
１
時
半
よ
り
４
時
。
現

在
は
、
10
名
程
の
会
員
が
和
気
あ
い

あ
い
と
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、
個

性
を
伸
ば
す
よ
う
、
楽
し
く
作
品
を

仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　
墨
の
香
り
が
お
好
き
な
方
な
ら
、

ぜ
ひ
一
度
見
学
に
い
ら
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
会
員
一
同
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先
　
渡
部
（
57
）
１
５
６
２

サークル、クラブ紹介してみませんか。
公民館、町体育センター、町施設などで

活動している団体の方でご希望がござい

ましたら、館報編集委員会事務局までご

連絡ください。TEL57-4188

（掲載につきましては、編集委員会で検

討し、決定させていただきます。）

公民館、体育センター、総合運動公園

等の施設利用申込時間は

平日：　　　８時３０分～１７時

土・日・祝日：９時～１７時

となっています。

公民館窓口で受付しています。

【お知らせ】 【お知らせ】

公民館　館報ふれあい



分分

館館

かか

らら

　
去
る
１
月
13
日
（
土
）
、
幸
い
天

候
に
恵
ま
れ
、
3
年
ぶ
り
に
（
昨
年

及
び
一
昨
年
は
雨
で
中
止
）
新
橋
学

区
分
館
主
催
（
会
場
・
新
橋
小
校
庭
）

で
「
ど
ん
ど
焼
き
」
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
打
ち
上
げ
花
火
を
合
図
に
３
区
長

の
点
火
、
あ
ら
か
じ
め
設
置
さ
れ
た

爆
竹
で
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
１
５

０
個
の
餅
と
３
０
０
名
分
の
甘
酒
を

用
意
し
ま
し
た
が
、
た
ち
ま
ち
品
切

れ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
…
。

　
“
こ
の
火
で
焼
い
た
餅
を
食
べ
る

と
厄
除
け
に
な
る
”
と
の
言
い
伝
え

も
あ
り
、
餅
ざ
お
を
さ
げ
た
た
く
さ

ん
の
小
学
生
や
保
護
者
、
祖
父
母
の

方
々
が
燃
え
上
が
る
火
を
囲
み
に
ぎ

や
か
な
、
ど
ん
ど
焼
き
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
や
ぐ
ら
の
セ
ッ
ト
や
指

導
を
し
て
い
た
だ
い
た
新
橋
小
学
校

関
係
者
、
丸
林
自
衛
消
防
部
の
皆
様

等
、
大
勢
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
友
沼
分
館
恒
例
の
高
齢
者
学
級
が

２
月
26
日
ホ
ー
プ
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。
今
回
の
講
演
は
、
最
近
世
間
を

騒
が
せ
た
「
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
」
の
こ

と
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
・
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
と
は
何
か

　
・
感
染
の
特
徴
、
症
状

　
・
予
防
と
二
次
汚
染
を
防
ぐ
た
め

　
　
の
注
意 

な
ど
わ
か
り
や
す
く
話
を
し
て
い
た

だ
き
、
皆
さ
ん
熱
心
に
聞
い
て
い
ま

し
た
。
う
が
い
・
手
洗
い
は
大
切
と

の
こ
と
で
、
特
に
手
洗
い
は
普
段
よ

り
念
入
り
に
洗
う
こ
と
を
勧
め
ら
れ

ま
し
た
。
少
し
で
も
気
に
な
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
県
南
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ
問
い
合
せ
し
て
く
だ
さ
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
午
後
は
芸
能
大
会
が
開
か
れ
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
出
席
者
全
員
で

楽
し
み
ま
し
た
。
「
50
年
ぶ
り
の
ハ
ー

モ
ニ
カ
だ
」
と
い
っ
て
演
奏
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
も
い
て
、
会
場
か
ら
大

き
な
声
援
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

新  橋

【記事等に関する問い合わせ先】
野木町公民館（館報編集委員会事務局） TEL（57）4188

2

ど
ん
ど
焼
き

友  沼

高
齢
者
学
級

「
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
の
予
防
対
策
に
つ
い
て
」

　
フ
ラ
ワ
ー
サ
ー
ク
ル
は
、
公
民
館

の
花
壇
の
管
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
で
す
。
公
民
館
を
四
季
折
々
の
花

で
飾
っ
て
皆
さ
ん
に
親
し
み
や
す
い

公
民
館
と
な
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。
花
に
詳
し
い
人
か
ら
初
心

者
ま
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま

す
が
、
一
緒
に
楽
し
く
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
作
業
や
視
察
研
修
な
ど
で
技
術
向

上
と
仲
間
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

月
１
〜
２
回
の
活
動
で
す
。
花
好
き

で
、
皆
で
楽
し
み
た
い
方
仲
間
に
入
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

“フラワーサークル”
紹介

“フラワーサークル”
紹介
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ふ
れ
あ
い
第116号

※
公
民
館
館
報
ふ
れ
あ
い
の
記
事
に
関

　
し
て
の
問
い
合
せ
先

　
野
木
町
公
民
館
　
T
E
L
（
57
）
４
１
８
８

　
去
る
１
月
23
日
、
日
光
市
今
市
に

あ
る
「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
的
と
し
た
日
光
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
の

施
設
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
О
・

市
民
活
動
と
い
っ
た
主
体
的
に
社
会

貢
献
を
展
開
し
て
い
く
た
め
の
拠
点

で
す
。
役
割
は
、
相
談
・
支
援
・
人

材
育
成
。
特
に
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は

市
・
県
内
外
別
の
情
報
が
多
く
あ
り

目
を
ひ
き
ま
し
た
。
現
在
、
89
の
団

体
登
録
が
あ
り
、
常
勤
２
名
、
非
常

勤
数
名
で
シ
フ
ト
を
組
み
、
休
館
日

は
な
く
対
応
に
あ
た
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
多
様
な
情
報
の
発
信
に
よ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
関
心
や
意
識
が

高
ま
り
、
町
の
活
性
化
に
夢
を
抱
き

な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拠
点
の
必

要
性
を
強
く
感
じ
た
研
修
で
し
た
。

　
１
月
に
南
赤
塚
小
学
校
の
３
年
生

69
名
が
、
社
会
科
の
「
昔
の
く
ら
し

（
道
具
）
を
知
る
」
授
業
と
し
て
郷

土
館
の
見
学
に
来
館
し
ま
し
た
。
展

示
さ
れ
て
い
る
昔
使
わ
れ
て
い
た
農

具
や
生
活
道
具
な
ど
の
説
明
を
今
回

も
郷
土
史
研
究
会
の
皆
さ
ん
か
ら
説

明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
は
じ
め
て

み
る
道
具
に
び
っ
く
り
し
な
が
ら
、

真
剣
に
説
明
に
聴
き
入
っ
て
い
る
様

子
で
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
時
間
が
過

ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、
館
内
に
は
、
郷

土
史
研
究
会
が
調
べ
た
南
赤
塚
地
区

の
歴
史
に
つ
い
て
の
展
示
な
ど
も
あ

り
、
自
分
達
が
住
ん
で
い
る
地
区
の

歴
史
を
知
る
こ
と
も
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

　
月
２
回
の
パ
ソ
コ
ン
相
談
室
も
今

年
度
で
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。
初
心

者
の
方
を
対
象
に
、
パ
ソ
コ
ン
で
ち
ょ
っ

と
つ
ま
ず
い
て
し
ま
っ
た
り
、
操
作

方
法
の
相
談
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
で
相
談
に
の
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
開
催
日
も
定
着
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
次
の
と
お
り
変
更
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
開
催
日
は
、
「
広
報
の
ぎ
」
と
い
っ

し
ょ
に
配
ら
れ
る
「
お
知
ら
せ
版
」

（
ピ
ン
ク
の
用
紙
）
や
町
公
民
館
の

掲
示
板
に
載
せ
て
い
ま
す
の
で
、
利

用
さ
れ
る
方
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
都
合
に
よ
り
開
催
日
の
変
更
に
な

　
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
で
す
。

南赤塚小学校郷土館見学南赤塚小学校郷土館見学

公民館サポートボランティアSVC視察研修公民館サポートボランティアSVC視察研修

パソコン・サロン開催日変更のお知らせパソコン・サロン開催日変更のお知らせ

子ども達からお礼の手紙を

いただきました。

平成19年4月より

各ボランティアの問合せ先
町公民館 57-4188

毎月第３日曜日

午後１時～４時

変更前 変更後

毎月第２木曜日

午後１時～４時
変更なし

毎月第３土曜日

午前９時30分～

11時30分



【記事等に関する問い合わせ先】
野木町公民館（館報編集委員会事務局） TEL（57）4188
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野
木
学
区
分
館
は
４
年
間
の
休
止

期
間
を
経
て
、
平
成
16
年
度
よ
り
復

活
し
、
３
年
に
な
り
ま
す
。

　
通
常
は
地
域
性
を
活
か
し
て
野
木

地
区
・
野
渡
地
区
に
分
か
れ
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ま
が
参
加
し
や
す
く

楽
し
く
活
動
で
き
る
こ
と
が
基
本
で

す
。
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
ま

た
成
人
に
な
っ
た
若
者
た
ち
が
就
学

就
労
の
た
め
流
出
し
て
、
地
域
も
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
昔
の
よ
う
に

気
楽
に
声
を
掛
け
合
う
よ
う
な
つ
な

が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
し
な

が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か

り
地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
人
と
し
て
の
あ

り
よ
う
を
こ
う
い
っ
た
活
動
を
通
し

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
は
地
域
社

会
で
人
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
が
も
っ

と
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
専
門
的
な
講
座
は
町
公
民
館
に
お

任
せ
し
て
、
分
館
で
は
楽
し
く
交
流

で
き
る
事
業
を
主
に
計
画
し
て
い
ま

す
。

　
「
地
域
の
み
ん
な
が
楽
し
く
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
今
後
と
も
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
分
館
長
は
２
年
交
代
で
野
木
地
区
、

　
野
渡
地
区
か
ら
交
互
に
選
出

Ｈ
18
・
19
　
野
渡
地
区
　

Ｈ
20
・
21
　
野
木
地
区
　

※
そ
の
他
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
密

着
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
事
業
と
し
て
野
木
小
学

校
の
落
成
を
地
域
全
体
で
お
祝
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

野
木
学
区
分
館
長
　
古
川
　
順
一

野木町公民館分館は各学区内の住民の総意に基づいた住民主体の組織により、教養の向上、健康

増進、生活文化の向上、青少年の健全育成と敬老精神を養うことなど、住民自身のための活動を

展開し、住民の細かいニーズに対応した事業を通じて、ふれあいや交流により、住みよいまちづ

くりに寄与することを目的としています。

分館を紹介します！分館を紹介します！

第５回　野木学区分館

新
し
い
分
館
を
目
指
し
て

　
（
野
木
地
区
・
野
渡
地
区
）

【
合
同
事
業
】

５
月
　
野
木
小
学
校
運
動
会
・

　
　
　
　
　
　
　
　
敬
老
会
招
待

11
月
　
７
歳
合
同
祝
い

３
月
　
お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

野渡地区

野木地区

合同事業



R
e
p
o
rt

R
e
p
o
rt

先日ある演歌歌手のコンサートに宇都宮文化センターまで出掛け

ました。コンサートが終わって大ホールから出てくると、たまたま

栃木県全域の老人クラブのサークル活動発表会が小ホールで催され

ていました。時間に余裕があったので、ちょっとのぞいてみました。

塩原、那須、栃木、馬頭と各地区の老人クラブの皆さんの歌謡や舞踊

そしてフラダンスの披露などにただただ圧倒されるばかりでした。

各地区の老人クラブの皆さんが、生き生きとサークル活動に励んで

いる様子が手に取るように分かりました。発表会の司会者によると

馬頭のクラブの皆さんは、平均年齢８０歳ということでした。その中

には何と９８歳の方も元気に活動なさっているということを聞かされ、

またまた驚愕してしまいました。

私たちの住む栃木県には、６５歳以上の高齢者が約３９万人いるとの

ことです。超高齢化社会は、すぐ目前に来ていることを痛感せざる

を得ない昨今であります。今年からいわゆる「団塊の世代」の大量

定年退職が始まりました。２０１４年度には、何と４人に１人が高齢者

になるといわれています。ところが、高齢者が増加する一方で、老

人クラブの会員数は減少してしまうという逆転現象も現れているそ

うです。栃木県の調査結果では、老人クラブの会員数は年々減少傾

向にあるそうです。『老人クラブ離れ』の理由には、収入確保のため

に働き続ける方や、自由気ままに暮らすことを欲し組織に縛られた

くない方、はたまた「老人クラブ」という名称にさえ抵抗感を覚え

る方等の増加があげられているそうです。

私の所属する佐川野下の１～４自治会の老人クラブ（会員数３７名）

も慌てて「佐川野寿会」に名称を変更したにも関わらず、ご多分に

漏れず最近は脱会する人も出てきている現状にあります。栃木県老

人クラブ連合会でも、「老人クラブ」という名称を使わなくても良い

という判断をしたそうです。県内の２千を超えるクラブも最近はほ

とんどが「ひまわり会」とか「福寿会」とかに名称を変えているそ

うです。しかし、名称を変えたぐらいでは会員減少傾向には歯止め

がかかっていないそうです。我がクラブも会員の高齢化がどんどん

進み、役員の成り手がいなくなってしまい、クラブそのものの存亡

の危機にあり困っている状態です。老人クラブ事業のマンネリ化解

消対策を考えなくてはならない状況になっているようです。発想を

転換し、単なる親睦団体から脱却し、老人クラブとして現代社会と

の新しい接点を探るようなことも模索すべきではないでしょうか。

最近、友人から大正琴を頂きました。今から練習をして腕を磨い

て、同好の志を集って社会福祉ボランティアとして活動してみよう

かなとも思います。

老
人
ク
ラ
ブ
離
れ
現
象
を
憂
う

大 森 博

広報連絡委員

v
o
l.2

5
1

（8）



武
力
攻
撃
や
大
規
模
テ
ロ
に
備
え
て

野
木
町
国
民
保
護
計
画
が

策
定
さ
れ
ま
し
た

町
は
、「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け

る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関

す
る
法
律
」「
国
民
の
保
護
に
関
す
る

基
本
指
針
」
及
び
「
県
国
民
保
護
計

画
」
等
を
踏
ま
え
、
野
木
町
国
民
保

護
協
議
会
に
よ
り
審
議
を
重
ね
、
協

議
会
の
答
申
を
得
て
、「
野
木
町
国
民

保
護
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

目

的
野
木
町
国
民
保
護
計
画
は
、
外
国

か
ら
の
武
力
攻
撃
や
大
規
模
な
テ
ロ

等
に
際
し
て
、
住
民
の
生
命
、
身
体

及
び
財
産
を
保
護
し
、
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
た
め
、
国
、
県
、
町
が

相
互
に
連
携
協
力
し
、
住
民
の
避
難

や
救
援
措
置
等
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
策
定
し
ま
し
た
。

概

要

（
総
論
）

汽
町
の
責
務
、
計
画
の
位
置
付
け

住
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を

保
護
す
る
責
務
に
つ
い
て
、
こ
の
計

画
で
定
め
ま
し
た
。

汽
国
民
保
護
措
置
に
関
す
る
基
本
方
針

国
民
保
護
措
置
を
的
確
に
か
つ
迅

速
に
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
特
に
留

意
す
る
事
項
を
定
め
ま
し
た
。

汽
町
の
事
務

国
民
保
護
措
置
の
実
施
に
あ
た
り
、

関
係
機
関
と
の
円
滑
な
連
携
を
確
保

で
き
る
よ
う
町
の
役
割
を
定
め
ま
し

た
。

汽
対
象
と
す
る
事
態

武
力
攻
撃
事
態
、
緊
急
対
処
事
態

の
内
容
を
定
め
ま
し
た
。

（
平
素
か
ら
の
備
え
や
予
防
）

汽
組
織
・
体
制
の
整
備

国
民
保
護
措
置
を
的
確
か
つ
迅
速

に
実
施
す
る
た
め
に
、
町
職
員
の
参

集
基
準
や
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制

の
整
備
に
つ
い
て
定
め
ま
し
た
。

汽
避
難
、
救
援
及
び
武
力
攻
撃
災
害

へ
の
対
処
に
関
す
る
平
素
か
ら
の
備

え
避
難
、
救
援
及
び
武
力
攻
撃
災
害

へ
の
対
処
に
関
し
て
、
通
信
の
確
保
、

情
報
の
収
集
、
提
供
体
制
等
を
定
め

ま
し
た
。

（
武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
）

汽
初
動
連
絡
体
制
の
迅
速
な
確
立
及

び
初
動
措
置

武
力
攻
撃
事
態
等
や
緊
急
対
処
事

態
の
認
定
が
行
わ
れ
る
前
の
段
階
に

お
い
て
も
、
住
民
の
生
命
、
身
体
及

び
財
産
保
護
の
た
め
に
関
係
機
関
か

ら
の
情
報
を
迅
速
に
得
て
、
集
約
・

分
析
し
、
措
置
に
関
す
る
初
動
体
制

を
定
め
ま
し
た
。

汽
野
木
町
対
策
本
部
の
設
置
等

町
対
策
本
部
を
迅
速
に
設
置
す
る

た
め
、
そ
の
手
順
や
組
織
、
機
能
等

に
つ
い
て
定
め
ま
し
た
。

汽
関
係
機
関
相
互
の
連
携

国
、
県
、
他
の
市
町
村
や
自
衛
隊

等
と
相
互
に
密
接
に
連
携
し
、
業
務

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
必
要
な
こ

と
を
定
め
ま
し
た
。

汽
警
報
及
び
避
難
の
指
示
等

警
報
の
伝
達
や
避
難
住
民
の
誘
導

等
に
つ
い
て
定
め
ま
し
た
。

汽
救
援
、
安
否
情
報
の
収
集
・
提
供

救
援
の
実
施
に
つ
い
て
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
行
う
こ
と
、
安
否
情

報
の
収
集
・
提
供
に
つ
い
て
必
要
な

事
項
を
定
め
ま
し
た
。

（
復
旧
等
）

被
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
一
時

的
な
修
繕
や
補
修
な
ど
応
急
の
復
旧

の
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
関

し
て
定
め
ま
し
た
。

※
計
画
書
全
文
に
つ
い
て
は
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
町
総
務
課
で
も
６
月

日
２９

ま
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
町
総
務
課

緯（

）４
１
０
０

５７

お知らせ

（9）
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（10）

国
民
年
金
よ
り

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
た
ら

日
本
に
住
む

歳
か
ら

歳
ま
で

２０

６０

の
人
は
す
べ
て
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
就
職
・
転

職
・
退
職
・
結
婚
な
ど
に
よ
り
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
た
ら
、
そ
の

つ
ど
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

忘
れ
る
と
、
将
来
受
け
る
年
金
が

減
額
さ
れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
届
出
内
容
に
よ
り
必
要
な

書
類
や
届
出
先
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
引
き
上
げ

年
度
の
保
険
料
は
月
額
１
４
１

１９
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
付

前
納
制
度

保
険
料
は

年
度
分
を
一
括
し
て

１９

４
月
中
に
前
納
す
る
と
現
金
払
い
で

は
３
０
０
０
円
の
割
引
、
口
座
振
替

で
は
３
５
５
０
円
（
５
５
０
円
増
）

の
割
引
と
な
り
ま
す
。
６
か
月
前
納

も
口
座
振
替
が
有
利
で
す
。

現
金
払
い
で
の
前
納
は
、
４
月
に

郵
送
さ
れ
て
く
る
納
付
書
で
、
今
年

は
５
月
１
日
ま
で
金
融
機
関
等
で
の

支
払
い
が
可
能
で
す
。

※
口
座
振
替
で
の
前
納
は
、
３
月
末

ま
で
に
社
会
保
険
事
務
所
で
の
登
録

が
完
了
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

口
座
振
替
早
割
制
度

現
在
当
月
分
の
保
険
料
を
翌
月
末

に
口
座
振
替
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

を
当
月
末
に
振
替
を
行
う
こ
と
に
よ

っ
て
１
か
月
あ
た
り

円
が
割
引
と

５０

な
り
ま
す
。
こ
の
毎
月
前
納
早
割
制

度
を
申
込
み
ま
す
と
翌
月
末
の
初
回

の
振
替
に
て
２
か
月
分
の
保
険
料

（
従
前
の
保
険
料
と

円
割
引
さ
れ

５０

た
保
険
料
）
が
振
替
と
な
り
、
そ
の

後
の
毎
月
の
保
険
料
が

円
割
引
と

５０

な
り
ま
す
。
申
込
用
紙
は
社
会
保
険

事
務
所
な
ど
に
請
求
し
て
い
た
だ
く

ほ
か
、
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。
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こんなときにはこんな届出を

国民年金に入る、など

第１号被保険者→町保健年金課
第３号被保険者→配偶者の勤務先

国民年金加入の手続をする
(国民年金加入届のハガキ持参)

学生や会社などに勤めていない人が20
歳になったとき

町保健年金課
第１号被保険者の手続をする
(年金手帳・退職に関する証明書)

会社などを退職したとき

配偶者の勤務先第３号被保険者への種別変更手続をする
結婚や退職により配偶者の扶養になっ
たとき

町保健年金課
第３号被保険者から第１号被保険者への種
別変更手続をする

配偶者が会社などを退職したとき

町保健年金課
第３号被保険者から第１号被保険者への種
別変更手続をする

配偶者の扶養からはずれたとき

配偶者の新しい勤務先引き続き第３号被保険者の手続をする
配偶者が会社を変わったとき
（間が空かない場合）

保険料を納める

金融機関・社会保険事務所口座振替納付･辞退申出書を提出する口座振替を開始・停止・変更するとき

社会保険事務所納付書再発行を申し出る納付書を紛失したとき

町保健年金課
免除申請をする（全額・半額免除）

保険料の納付が困難なとき
納付猶予申請をする（２０歳代の方）

町保健年金課学生納付特例申請をする学生で納付が困難なとき

年金額を増やしたい、など

町保健年金課付加保険料加入手続をする
定額以上の保険料を納めたい

国民年金基金国民年金基金に加入する

町保健年金課任意加入手続をする海外に居住する場合

町保健年金課任意加入手続をする(高齢任意加入）
６０歳～６５歳の人
（期間が足りない場合も含む)

第１号被保険者⇒町保健年金課
第３号被保険者⇒配偶者の勤務先

再交付手続をする年金手帳をなくしたとき

年金（受給者）の請求・届出は？

町保健年金課国民年金第１号のみの方

年金の請求は？
社会保険事務所
（６５歳時ハガキ返送等）

上記以外の方
（第１号・第２号・第３号）

社会保険事務所新住所地等でハガキを出す住所・支払機関の変更は？

社会保険事務所住所地の役所でハガキをもらう年金証書を紛失した（再発行は？）

社会保険事務所死亡届・未支給請求を出す（通知･連絡）受給者が亡くなったとき（死亡届等）

町保健年金課・社会保険事務所生存確認（障害認定）のため返送（提出）現況届出（診断書)

※内容により届出先が異なりますので、手続の際には必ず届出先を確認ください。
※詳しくは、社会保険事務所又は町保健年金課まで問い合わせください。



保
険
料
免
除
及
び
納
付
猶
予
申
請

免
除
制
度
に
は
、
届
出
を
す
る
と

保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
法
定
免
除
と
、

申
請
し
て
承
認
さ
れ
れ
ば
免
除
さ
れ

る
申
請
免
除
・
納
付
猶
予
が
あ
り
ま

す
。

法
定
免
除

生
活
保
護
法
等
に
よ
る
生
活
扶
助

を
受
け
て
い
る
と
き

申
請
免
除
・
納
付
猶
予

産
所
得
の
少
な
い
方
や
病
気
や
ケ
ガ

な
ど
で
経
済
的
に
困
難
な
方

産
特
別
な
理
由（
天
災
な
ど
）の
あ
る

方
産
失
業
し
た
こ
と
に
よ
り
納
付
が
困

難
な
方（
注
）

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
保
険
料
免

除
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
相
談
く
だ

さ
い
。

な
お
、

歳
代
の
若
年
者
納
付
猶

２０

予
制
度
も

年
４
月
か
ら
実
施
し
て

１７

い
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

一
般
の
大
学
、短
大（
夜
間
部
・
定

時
制
課
程
・
通
信
制
課
程
含
む
）
及

び
専
門
学
校
等
で
納
付
特
例
認
定
校

の
学
生
が
対
象
で
す
。

申
請
し
て
承
認
さ
れ
た
期
間
は
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
承

認
期
間
は
、
翌
年
３
月
ま
で
の
期
間

で
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。
窓
口
に

て
、
学
生
証
又
は
写
し
を
提
示
し
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
家
族
の
方
が
代
わ
っ
て
申
請
す
る

と
き
は
、
家
族
の
方
の
身
分
証
明
書
、

印
鑑
も
持
参
く
だ
さ
い
。
手
続
を
し

な
い
で
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

就
職
し
て
か
ら
、
事
故
や
病
気
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
に
も
障
害
年
金
を

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
期

間
に
つ
い
て
、

年
以
内
の
期
間
に

１０

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

を
追
納
と
い
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る

と
き
は
、
２
年
以
上
経
過
し
た
期
間

に
つ
い
て
の
保
険
料
に
経
過
年
数
に

よ
り
加
算
金
が
上
乗
せ
と
な
り
ま
す
。

問
栃
木
社
会
保
険
事
務
所

緯
０
２
８
２（

）４
１
３
４

２２

町
保
健
年
金
課
緯（

）４
１
３
７

５７

厚
生
年
金
保
険
等
加
入
者
の
方
へ

住
所
変
更
手
続
き
が
必
要
で
す

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
に
つ

い
て
住
民
票
の
異
動
等
が
あ
っ
た
際

に
は
、
町
か
ら
社
会
保
険
事
務
所
に

報
告
し
ま
す
が
、
厚
生
年
金
や
共
済

年
金
加
入
者
に
つ
い
て
は
、
勤
務
先

の
事
業
所
を
通
じ
て
厚
生
年
金
保
険

等
被
保
険
者
及
び
国
民
年
金
第
３
号

被
保
険
者
の
住
所
変
更
手
続
を
行
い

ま
す
。

届
出
を
忘
れ
ま
す
と
、
年
金
記
録

に
関
す
る
通
知
が
本
人
や
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
の
も
と
に
届
け
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
住

所
を
異
動
し
た
ら
速
や
か
に
事
業
主

経
由
で
変
更
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

こ
れ
か
ら
年
金
請
求
さ
れ
る
方
へ

現
在
、

歳
の
時
点
で
年
金
請
求

65

の
書
類
「
裁
定
請
求
書
」
の
事
前
送

付
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

歳
以
降

６０

で
、
年
金
未
請
求
者
の
方
の
住
民
票

異
動
が
あ
っ
た
際
に
は
、
社
会
保
険

事
務
所
に
住
所
変
更
届
出
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。
届
出
忘
れ
の
無
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
社
会
保
険
事
務
所

緯
０
２
８
２（

）４
１
３
４

２２

お知らせ

（11）

（
注
）失
業
を
理
由
と
し
た
申
請
に

は
離
職
事
実
及
び
離
職
年
月
日
を

確
認
す
る
た
め
公
的
機
関
の
証
明

が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
い

ず
れ
か
を
持
参
く
だ
さ
い
。

①
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
又
は

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
の
写

し②
離
職
者
支
援
資
金
の
貸
付
決
定

通
知
の
写
し

③
上
記
書
類
に
準
ず
る
公
的
機
関

の
証
明

＊
雇
用
保
険
の
適
用
が
な
い
方

（
公
務
員
除
く
）

→
給
与
所
得
者
が
退
職
し
た
場
合

は
、
個
人
住
民
税
の
徴
収
方
法
が
、

特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収
に
変
更

さ
れ
る
た
め
、
そ
の
際
に
退
職
者

（
納
税
対
象
者
）へ
町
か
ら
納
税
通

知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
納
税
通

知
書
の
写
し
に
事
業
主
証
明
（
離

職
事
実
）
を
添
付
す
る
こ
と
に
よ

り
公
的
機
関
の
証
明
と
し
ま
す
。

※
納
税
通
知
書
の
交
付
が
な
い
方

→
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
方
、
及
び
退
職
時
に
一
括
で

残
税
額
を
特
別
徴
収
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
は
、
納
税
通
知
書
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
場
合
に
限
り
、
納
税
通
知
書

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
理
由
を
事
業
主
証
明
（
離
職
事

実
）
あ
る
い
は
給
与
明
細
書
で
確

認
の
う
え
離
職
の
事
実
を
添
付
す

る
こ
と
に
よ
り
公
的
機
関
の
証
明

と
し
ま
す
。



（12）（12）

国
民
健
康
保
険
よ
り

国
民
健
康
保
険
の
状
況

国
民
健
康
保
険
の
財
政
は
、
被
保

険
者
の
保
険
税
と
国
・
県
・
被
用
者

保
険
等
か
ら
の
交
付
金
等
及
び
町
の

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
賄
っ
て

い
ま
す
。

こ
こ
数
年
の
急
激
な
医
療
費
の
増

加
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
の
財
政

は
大
変
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
医
療
費
も
増
加
し
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
も
同
じ
推
移
で
増
加

し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

年
度
は
、
国
民
健
康
保
険
の
積

１７
立
基
金
５
千
７
２
０
万
円
の
全
額
取

崩
し
と
、
町
の
一
般
会
計
か
ら
の
４

千
８
０
０
万
円
の
繰
入
金
で
増
加
す

る
医
療
費
に
対
応
し
ま
し
た
。

年
度
に
お
い
て
も
医
療
費
は
増

１８
加
し
て
お
り
、
国
保
財
政
は
大
変
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

医
療
費
の
増
加
を
少
な
く
す
る
た

め
に
、
次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

歳
未
満
の
方
の
高
額
療
養
費
の

７０支
給
方
法
が
一
部
変
わ
り
ま
す

医
療
費
の
自
己
負
担
が
高
額
に
な

っ
た
時
、
定
め
ら
れ
た
自
己
負
担
限

度
額
を
超
え
た
分
は
高
額
療
養
費
と

し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
に
加

７０
入
し
て
い
る
方
が
入
院
し
た
時
、
今

ま
で
は
自
己
負
担
分
（
医
療
費
の
３

割
又
は
２
割
）
を
全
額
負
担
し
て
、

あ
と
か
ら
申
請
に
よ
り
自
己
負
担
限

度
額
を
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
し

た
が
、
４
月
１
日
か
ら
は
、「
限
度
額

適
用
認
定
証
」
を
医
療
機
関
に
提
示

す
る
こ
と
で
、
入
院
時
の
窓
口
で
の

支
払
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

入
院
す
る
時
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
証

・
限
度
額
認
定
証

＊
町
保
健
年
金
課
に
て
「
限
度
額
認

定
証
」
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

（
印
鑑
必
要
）

＊
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い

る
と
、「
限
度
額
認
定
証
」
を
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

出
産
育
児
一
時
金
の
受
取
代
理
制
度

国
民
健
康
保
険
加
入
の
被
保
険
者

が
出
産
す
る
と
、
出
産
育
児
一
時
金

（

万
円
）が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
４

３５月
１
日
よ
り
、
申
請
す
る
こ
と
で
、

出
産
育
児
一
時
金
を
直
接
町
か
ら
医

療
機
関
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
出
産
時

の
窓
口
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

な
お
、
従
来
ど
お
り
出
生
後
に
出

産
育
児
一
時
金
を
請
求
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
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①
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
栄
養
・

運
動
・
休
養
を
バ
ラ
ン
ス
良
く

と
る

②
定
期
的
に
健
診
を
受
け
て
健
康

管
理
に
役
立
て
る

③
重
複
受
診
や
転
医
を
控
え
る

（
同
じ
診
察
や
検
査
は
医
療
費

の
ム
ダ
づ
か
い
）

④
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ

（
自
分
の
病
歴
・
体
質
等
を
把

握
し
て
い
る
か
か
り
つ
け
医
な

ら
、よ
り
治
療
効
果
が
望
め
る
）

対比(％)１6年度(千円)１７年度(千円)

110.11,102,8101,214,430療養給付費

125.110,32112,911療養費

113.7112,620128,067高額療養費

110.61,225,7421,355,408合 計

自己負担限度額（月額/保険適用分のみ)

算上位所得者

上位所得者とは基礎控除後の総所得金額が６００万円を超え

る世帯及び所得不明者がいる世帯

１５万円＋（医療費－５０万円×１％）

算一 般

８万１００円＋（医療費－２６万７千円×１％）

算住民税非課税世帯

３万５千４００円



対
象
者
要
件

産
野
木
町
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
を

受
け
る
見
込
の
あ
る
世
帯
主

産
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な
い

方
申
請
に
必
要
な
も
の

産
国
民
健
康
保
険
証

産
母
子
手
帳
な
ど
出
産
予
定
日
を
証

明
す
る
書
類
等

産
印
鑑

手
続
方
法

①
町
保
健
年
金
課
で
「
国
民
健
康
保

険
出
産
育
児
一
時
金
受
取
代
理
請

求
書
（
事
前
申
請
書
）」を
受
け
取

る
。

②
①
の
請
求
書
に
必
要
事
項
を
記
入

後
、
出
産
予
定
の
医
療
機
関
等
で

受
取
代
理
人
の
欄
を
記
入
し
て
も

ら
う
。

③
②
の
請
求
書
を
町
保
健
年
金
課
へ

申
請

支

給

酸
出
産
費
用
が

万
円
を
超
え
る
場
合

３５

出
産
育
児
一
時
金
の
全
額
（

万
３５

円
）
を
町
か
ら
医
療
機
関
等
へ
支

払
い
ま
す
。
請
求
額
と

万
円
と

３５

の
差
額
は
医
療
機
関
に
直
接
支
払

い
く
だ
さ
い
。

酸
出
産
費
用
が

万
円
未
満
の
場
合

３５

医
療
機
関
等
か
ら
の
請
求
金
額
を

町
か
ら
医
療
機
関
等
へ
支
払
い
、

請
求
額
と

万
円
と
の
差
額
は
世

３５

帯
主
の
口
座
に
振
込
み
ま
す
。

（
例
）

酸
出
産
費
用
が

万
円
の
場
合

４０

医
療
機
関
に
町
か
ら

万
円
支
払

３５

（
申
請
者
へ
の
支
給
な
し
）

申
請
者
は
差
額
の
５
万
円
を
医
療

機
関
で
直
接
支
払

酸
出
産
費
用
が

万
円
の
場
合

３０

医
療
機
関
に
町
か
ら

万
円
支
払

３０

申
請
者
に
町
か
ら
差
額
の
５
万
円

を
支
給

問
町
保
健
年
金
課
緯（

）４
１
３
６

５７

野
木
町
施
設
振
興

事
業
団
嘱
託
職
員
募
集

募
集
職
種
及
び
人
数

嘱
託
職
員

1
名

※
野
木
町
文
化
会
館
勤
務
（
一
般
事

務
・
施
設
舞
台
管
理
全
般
）

受
験
資
格

年
４
月
１
日
現
在
で
、

１９
歳
以
下
の
方

５９

試
験
日
時

５
月

日（
土
）

１２

午
前

時
～

１０

試
験
会
場

野
木
町
文
化
会
館

（
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
）

試
験
方
法

作
文
、
面
接

申
込
受
付

４
月

日
～

日

１１

３０

※
来
館
→
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
火
曜
日
除
く
）

※
郵
送
→
４
月

日
必
着

３０

〒
３
２
９
‐
０
１
０
１

野
木
町
友
沼
１
８
１

苛
野
木
町
施
設
振
興
事
業
団

提
出
書
類

履
歴
書

（
市
販
の
も
の
に
写
真
添
付
）

※
履
歴
書
提
出
後
、
試
験
案
内
を
通

知
し
ま
す
。

採
用
予
定

年
６
月
１
日

１９

問
苛
野
木
町
施
設
振
興
事
業
団

緯（

）２
０
０
０

５７

渡
良
瀬
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

地
元
優
先
日

日

時

①
６
月
７
日（
木
）

②

月
４
日（
木
）

１０
③

月
８
日（
木
）

１１
④
２
月
７
日（
木
）

⑤
３
月
６
日（
木
）

募
集
対
象

野
木
町
・
小
山
市
・
藤
岡
町
・
板

倉
町
・
北
川
辺
町
の
在
住
在
勤
者

利
用
料
金

１
人
６
１
０
０
円（
プ
レ
ー
フ
ィ
・

カ
ー
ト
代
・
消
費
税
込
）
食
事
別

※
④
と
⑤
は
、
５
１
０
０
円

申
込
期
間

①
４
月
７
日
～
５
月

日
２４

②
７
月
４
日
～
９
月

日
２０

③
８
月
８
日
～

月

日

１０

２５

④

月
７
日
～
１
月

日

１１

２４

⑤

月
６
日
～
２
月

日

１２

２１

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。
状
況
に

よ
り
締
切
日
以
降
も
受
付
。

申
込
方
法

組
単
位
で
直
接
電
話
で
。
申
込
の

際「
地
元
優
先
日
利
用
」と
申
し
出
る
。

※
な
お
、
こ
の
案
内
は
町
ホ
ー
ム
ぺ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

問
渡
良
瀬
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

緯
０
２
８
２（

）１
５
１
５

６２

お知らせ

（13）

← ←

（財）



（14）（14）

結
核
検
診

結
核
は
今
も
わ
が
国
最
大
の
感
染

症
で
あ
り
、
特
に
高
齢
者
の
発
病
割

合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
結
核
の
早

期
発
見
に
は
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
が
有
効
で
す
。
年
に
一
度
は
必
ず

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者歳

以
上
で
野
木
町
に
住
所
を
有

６５す
る
方
（

年
度
に

歳
に
な
る

１９

６５

方
も
含
む
）

※
対
象
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

※
職
場
な
ど
で
検
査
を
受
け
る
機
会

の
あ
る
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

日
程
・
会
場

表
の
と
お
り

受
付
方
法

通
知
を
持
参
し
、
直
接
会
場
へ

※
対
象
者
で
通
知
の
な
い
方
も
受
け

ら
れ
ま
す
。

問
町
健
康
福
祉
課
緯（

）４
１
７
１

５７

ホ
ー
プ
館
の
開
館
日
が

変
わ
り
ま
す

野
木
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
愛

称

ホ
ー
プ
館
）
は
、
４
月
１
日
か

ら
毎
週
土
曜
日
も
開
館
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
休
館
日
が
次
の

と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

休
館
日

産
毎
週
日
曜
日

産
国
民
の
祝
日

産

月

日
か
ら
翌
年
１
月
３
日

１２

２９

問
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

緯（

）３
１
０
０

５７

In
fo
rm

a
tio

n

お知らせ

結核検診（胸部レントゲン）日程表

※下記会場のどちらでも受けられます

会 場時 間月 日

松 原 第 ２ コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー９：３０～１０：２０

５/８（火） 下 影 公 民 館１０：４０～１１：１０

本 新 田 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー１１：２０～１１：５０

松 原 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー１０：００～１０：４０
５/９（水）

友 沼 下 西 公 民 館１１：００～１１：３０

町 老 人 福 祉 セ ン タ ー１０：００～１０：４０
５/１０（木）

友 沼 小１１：００～１１：３０

野 木 小９：３０～１０：００

５/１４（月） 野 渡 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー１０：２０～１１：００

野 渡 ５ 公 民 館１１：２０～１１：５０

中 谷 生 活 セ ン タ ー９：４０～１０：１０
５/１５（火）

丸 林 西 会 館１０：３０～１１：３０

小 山 農 協 野 木 支 店１０：００～１０：４０
５/１６（水）

野 木 ３ 公 民 館１１：００～１１：４０

潤 島 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー９：４０～１０：４０
５/１７（木）

中 之 内 公 民 館１１：００～１１：３０

町 立 図 書 館９：４０～１０：４０
５/２１（月）

若 林 集 落 セ ン タ ー１１：００～１１：３０

野 木 原 集 会 所９：４０～１０：１０

５/２２（火） 矢 畑 集 落 セ ン タ ー１０：３０～１１：００

佐 川 野 下 研 修 館１１：２０～１１：５０

川 田 集 落 セ ン タ ー１０：００～１０：４０
５/２３（水）

佐 川 野 小１１：００～１１：４０

御 門 中 根 集 落 セ ン タ ー９：３０～１０：００
５/２４（木）

町 保 健 セ ン タ ー１０：３０～１１：４０

新 橋 児 童 館９：４０～１０：４０
５/２８（月）

土 地 区 画 整 理 記 念 会 館１１：００～１１：３０

丸 林 西 会 館１０：００～１０：３０
５/２９（火）

御 林 集 会 所１１：００～１１：３０

町 保 健 セ ン タ ー１０：３０～１１：３０６/４（月）



新
橋
児
童
館
の
イ
ベ
ン
ト

将
棋
道
場
で
遊
ぼ
う

将
棋
道
場
を
開
校
し
ま
す
。

日

時

①
４
月

日（
木
）

１２

②
５
月

日（
木
）

１０

午
後
３
時
～
５
時

対
象
者

町（
三
国
サ
ミ
ッ
ト
市
町
）

在
住
小
学
生
以
上

募
集
人
員

各
回
と
も
先
着

名
程
度

１０

参
加
料

無
料

申
込
期
間

４
月
２
日
～
９
日

（
日
曜
除
く
）

申
込
方
法

児
童
館
へ（
電
話
可
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

フ
ル
ー
ト
に
よ
る
演
奏
で
す
。

日

時

４
月

日（
土
）

２１

午
前

時
～

時

１０

１２

対
象
者

町（
三
国
サ
ミ
ッ
ト
市
町
）在
住
小

学
生
以
上
と
保
護
者

募
集
人
員

先
着

組
程
度

２０

参
加
料

無
料

申
込
期
間

４
月
９
日
～

日
２０

（
日
曜
除
く
）

申
込
方
法

児
童
館
へ（
電
話
可
）

こ
ど
も
の
日
工
作
教
室

「
こ
い
の
ぼ
り
」を
一
緒
に
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

日

時

５
月
２
日（
水
）

午
後
３
時
～
５
時

対
象
者

町（
三
国
サ
ミ
ッ
ト
市
町
）

在
住
小
学
生

募
集
人
員

先
着

名
程
度

２０

参
加
料

１
人
１
０
０
円

（
申
込
後
の
返
金
不
可
）

申
込
期
間

４
月

日
～

日

１６

２７

（
日
曜
除
く
）

申
込
方
法

参
加
料
を
添
え
児
童
館

へ（
電
話
不
可
）

問
新
橋
児
童
館

緯（

）９
１
５
５

５７

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

の
イ
ベ
ン
ト

前
期
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室

日

時
５
月

日
、

日
、

日

１２

１９

２６

６
月
２
日
、
９
日
、

日
（
土
）

１６

全
６
回

午
前
９
時

分
～

時

分

３０

１１

３０

講

師

花
日
本
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

協
会
公
認
指
導
員

対
象
者

町
在
住
の
健
康
な
小
学
生

定

員

先
着

名
１０

参
加
料

保
険
代
と
し
て
、
１
名
８
０
０
円

申
込
期
間

４
月

日
～
５
月
７
日

１６

（
日
曜
・
祝
日
除
く
）

申
込
方
法

印
鑑
持
参
の
う
え
、
参
加
料
を
添

え
セ
ン
タ
ー
へ
。
他
人
の
依
頼
に

よ
る
申
込
は
不
可
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

フ
ル
ー
ト
に
よ
る
演
奏
で
す
。

日

時

４
月

日（
土
）

２８

午
前

時
～

時

１０

１２

対
象
者

町（
三
国
サ
ミ
ッ
ト
市
町
）在
住
小

学
生
以
上
と
保
護
者

募
集
人
員

先
着

組
程
度

２０

参
加
料

無
料

申
込
期
間

４
月

日
～

日

１６

２７

（
日
曜
除
く
）

申
込
方
法

児
童
セ
ン
タ
ー
へ

（
電
話
可
）

問
あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

緯（

）１
４
４
０

５４

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は「
こ
こ
ろ
」

の
悩
み
を
持
つ
方
に
健
康
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

町
保
健
師
が
相
談
に
の
り
ま
す
の

で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容

産
眠
れ
な
い
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る

産
家
に
と
じ
こ
も
っ
て
い
る

産
退
院
し
た
が
、
そ
の
後
の
こ
と
を

相
談
し
た
い

産
お
酒
を
や
め
ら
れ
な
い

な
ど

相
談
日
程

毎
月
第
３
水
曜
日

実
施
時
間

午
後
１
時

分
～
３
時

分

３０

３０

実
施
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法

予
約
制
で
す
の
で
、
電
話
又
は
直

接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
で
す
。

※
秘
密
は
守
り
ま
す
。

※
本
人
が
来
所
で
き
な
い
と
き
は
、

家
族
の
方
で
も
結
構
で
す
。

問
町
健
康
福
祉
課
緯（

）４
１
７
２

５７

お知らせ

（15）



集
合
狂
犬
病
予
防
注
射

法
律
に
よ
り
、
犬
を
飼
っ
て
い
る

方
は
、
飼
い
犬
に
生
涯
一
度
の
登
録

と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
狂
犬
病
は
発
症
す
る
と
１
０
０

％
死
に
至
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

必
ず
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
今
年
の

日
程
等
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

手
続
が
容
易
で
す
の
で
、
町
か
ら

郵
送
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
未
登
録
の
方
、
ハ

ガ
キ
の
な
い
方
で
も
会
場
で
の
登
録
、

注
射
が
で
き
ま
す
。
登
録
手
数
料
、

注
射
料
金
を
持
参
の
う
え
受
け
て
く

だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射（
毎
年
１
回
）

料

金

３
３
０
０
円

新
規
登
録（
生
涯
一
度
）

登
録
料

３
０
０
０
円

対

象

生
後

日
を
経
過
し
た
犬

９０

※
病
気
等
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
は
、
獣
医
師
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

※
集
合
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な

か
っ
た
、
又
は
お
と
な
し
く
注
射
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

個
人
的
に
開
業
獣
医
で
受
け
て
く
だ

さ
い
。

問
町
環
境
交
通
課
緯（

）４
１
４
９

５７

渡
良
瀬
遊
水
地
ク
リ
ー
ン
作
戦

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

豊
か
な
自
然
を
た
た
え
、
私
た
ち

の
憩
い
の
場
で
あ
る
渡
良
瀬
遊
水
地

も
、
心
無
い
ご
み
の
不
法
投
棄
な
ど

に
よ
り
、
貴
重
な
自
然
環
境
や
景
観

が
損
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

利
根
川
上
流
河
川
利
用
者
協
議
会

で
は
、
環
境
美
化
の
重
要
性
を
広
く

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
今
年
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
渡
良

瀬
遊
水
地
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を
行
い

ま
す
。

こ
の
清
掃
活
動
に
は
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
方

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
団
体
で
の
参
加
を
予
定
す

る
場
合
は
、
事
前
に
町
環
境
交
通
課

へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

日

時

４
月

日（
土
）

２１

雨
天
の
場
合
は

日（
土
）

２８

午
前
８
時

分
～

３０

集
合
場
所

野
渡
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
満
福
寺
西
側
堤
防
内
）

問
町
環
境
交
通
課
緯（

）４
１
４
９

５７

浄
化
槽
の
取
り
付
け
を

お
考
え
の
方
へ

町
で
は

年
度
も
浄
化
槽
（
一
般

１９

家
庭
用
）
を
取
り
付
け
る
方
に
、
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

酸
補
助
金
の
額

・
５
人
槽
が

万
２
千
円

３４

・
６
～
７
人
槽
が

万
４
千
円

４１

・
８
～

人
槽
が

万
７
千
円

５０

５３

・

人
槽
以
上
で
は
総
工
事
費
の
約

５１半
分

酸
補
助
対
象
と
な
ら
な
い
地
域

・
公
共
下
水
道
認
可
区
域

・
地
域
し
尿
処
理
施
設
対
象
区
域

・
市
街
化
区
域
な
ど

希
望
さ
れ
る
方
は
あ
ら
か
じ
め
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
の
補
助
金
交
付
の
決
定
を
受
け

ず
に
工
事
さ
れ
る
と
対
象
に
は
な
り

ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
補
助
金
は
予
定
数
に
な
り
次
第

終
了
と
な
り
ま
す
。

問
町
環
境
交
通
課
緯（

）４
１
３
１

５７

（16）（16）
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狂犬病予防注射日程表

野 木 小
野渡コミュニティ
セ ン タ ー

役 場

午

前

４
/

（
土
）

１４

１０：１５～１０：３５９：３５～１０：００８：４５～９：２０

新 橋 小
潤島コミュニティ
セ ン タ ー

野 木 中

１０：５０～１１：３０１０：２０～１０：３５９：３５～１０：０５

友 西 公 民 館友 沼 小
川西コミュニティ
セ ン タ ー

午

後

２：１０～２：３０１：３０～１：５５１：００～１：１５

中之内集会所矢 畑 集 会 所野木原集会所

２：００～２：３０１：３０～１：４５１：００～１：１５

卯の木みずき公園
松原コミュニティ
セ ン タ ー

町 立 図 書 館

午

前

４
/

（
日
）

１５

１０：５０～１１：３０１０：００～１０：３５９：００～９：４５

佐 川 野 小川 田 集 会 所南 赤 塚 小

１１：１５～１１：３０１０：４５～１１：００１０：００～１０：３０

御 門 ・ 中 根
集 落 セ ン タ ー

中谷生活センター大字野木農協倉庫

午

後

２：００～２：１５１：３０～１：４５１：００～１：１５

丸林馬場公園若 林 集 会 所佐川野下研修館

２：００～２：２０１：３０～１：４５１：００～１：１５



優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

小
山
警
察
署
と
小
山
地
区
交
通
安

全
協
会
は
、
毎
年
秋
に
優
良
運
転
者

を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
方
は
、
４
月
２
日

か
ら

日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ

２７

い
。

表
彰
を
受
け
る
資
格
の
あ
る
方

表
に
示
す
免
許
取
得
日
で
次
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
方

産
平
成

年
４
月
１
日
か
ら
平
成

１４

１９

年
３
月

日
ま
で
無
事
故
無
違
反

３１

産
小
山
地
区
交
通
安
全
協
会
の
会
員

産
過
去
に
緑
十
字
銅
章
を
受
け
た
こ

と
が
な
い

申
込
方
法
（
①
、
②
の
い
ず
れ
か
）

①「
運
転
免
許
証
」「
交
通
安
全
協
会

会
員
証
」「
無
事
故
、
無
違
反
証
明
書

（
原
本
）」
を
町
環
境
交
通
課
へ
持
参

②「
免
許
証
」「
会
員
証
」を
同
一
面
に

コ
ピ
ー
し
た
も
の
、「
無
事
故
、
無
違

反
証
明
書
（
原
本
）」
を
小
山
地
区

交
通
安
全
協
会
へ
郵
送

※
免
許
証
は
両
面
を
コ
ピ
ー
す
る
。

※
コ
ピ
ー
し
た
も
の
に
氏
名
フ
リ
ガ

ナ
と
電
話
番
号
を
記
入
す
る
。

郵
送
先

〒
３
２
３
‐
０
０
２
８

小
山
市
若
木
町
１
‐
６
‐
４
０

小
山
地
区
交
通
安
全
協
会

無
事
故
、
無
違
反
証
明
書
申
込
先

〒
３
２
２
‐
０
０
１
７

鹿
沼
市
下
石
川
６
８
１

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー

栃
木
県
事
務
所

緯
０
２
８
９（

）１
４
１
１

７６

※
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

手
数
料
（
７
０
０
円
＋
振
込
手
数
料

円
）
を
郵
便
局
へ
提
出
す
る
。
申

７０込
用
紙
は
、
野
木
交
番
及
び
佐
川
野

駐
在
所
に
あ
り
ま
す
。

日
間
ほ
ど

１０

で
郵
送
さ
れ
ま
す
。

問
小
山
地
区
交
通
安
全
協
会

緯
０
２
８
５（

）２
８
２
９

２５

町
環
境
交
通
課
緯（

）４
１
３
２

５７

火
災
・
災
害
か
ら
家
・
地
域
を
守
る

町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
募
集

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
自
分
の
家

か
ら
火
を
出
さ
な
い「
家
庭
防
火
」か

ら
始
ま
っ
た
全
国
的
な
組
織
で
す
。

家
庭
と
地
域
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
純

粋
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
あ
ふ
れ

た
女
性
の
集
ま
り
で
す
。

主
な
活
動
は
、
家
庭
で
の
常
日
頃

の
火
の
元
用
心
、
消
火
器
の
使
い

方
・
応
急
手
当
法
等
の
防
火
・
防
災

研
修
会
へ
の
参
加
、
火
災
予
防
啓
発

街
頭
活
動
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
は「
家
庭
防
火
」を
基
本
に

活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
、
地
域
防
災
を
担
う
団
体
の
ひ
と

つ
と
し
て
、「
家
庭
防
火
」
に
と
ど
ま

ら
ず
、
地
域
の
実
情
や
特
性
を
活
か

し
た
防
火
・
防
災
活
動
を
行
っ
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、

若
い
方
々
の
力
が
必
要
で
す
。

私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
て
く
だ

さ
る
若
さ
と
情
熱
み
な
ぎ
る
み
な
さ

ん
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
町
環
境
交
通
課
緯（

）４
１
５
４

５７

前
期
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日

６
月

日（
日
）

１７

会

場

白

大
学

（
本
キ
ャ
ン
パ
ス
）

試
験
種
類

甲
種

乙
類（
第
１
類
～
６
類
）

丙
種

申
込
期
間

４
月
９
日
～

日（
土
日
除
く
）

２０

そ
の
他

願
書
・
試
験
案
内
は
、
消
防
本
部

及
び
各
分
署
に
あ
り
ま
す
。

問
小
山
市
消
防
本
部

緯
０
２
８
５（

）３
１
５
７

２１

お知らせ

（17）

運転免許取得日
（最初に取得した日）

表彰年次

昭和42年3月31日以前
（過去に40年受賞のない方）

４０年

昭和51年4月1日～52年3月31日３０年

昭和61年4月1日～62年3月31日２０年

平成3年4月1日～4年3月31日１５年

平成8年4月1日～9年3月31日１０年

平成13年4月1日～14年3月31日５年



（18）

公
園
は
楽
し
く気

持
ち
良
く

産
花
や
木
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

季
節
に
咲
く
花
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。
枝
を
折
っ
た
り
花
を
摘
ん
だ

り
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

産
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

ゴ
ミ
の
無
い
き
れ
い
な
公
園
で
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。
園
路
や
広
場
、

芝
生
に
犬
の
フ
ン
な
ど
が
落
ち
て
い

た
り
す
る
と
、
不
快
な
思
い
を
し
ま

す
。
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

産
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
の
乗
り
入

れ
は
や
め
ま
し
ょ
う

最
近
、
特
に
丸
林
中
央
公
園
築
山

散
歩
道
で
の
自
転
車
乗
り
入
れ
に
よ

り
、
植
え
込
み
内
の
つ
つ
じ
な
ど
の

枝
が
折
ら
れ
た
り
、
抜
か
れ
た
り
し

て
い
ま
す
。
き
れ
い
な
花
が
見
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

産
危
な
い
こ
と
や
人
に
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う

産
公
園
内
で
、
焚
き
火
な
ど
は
や
め

ま
し
ょ
う

産
遊
び
道
具
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

産
ト
イ
レ
は
き
れ
い
に
使
い
ま
し
ょ
う

＊

＊

＊

町
で
は
、
早
期
発
見
・
未
然
防
止

の
た
め
、
随
時
巡
回
を
行
っ
て
い
ま

す
。
も
し
、
危
険
と
思
わ
れ
る
こ
と

な
ど
を
見
か
け
ま
し
た
ら
、
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
町
都
市
計
画
課
緯（

）４
１
６
２

５７

ド
ッ
グ
ラ
ン
は
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
き
れ
い
に

ド
ッ
グ
ラ
ン
は
開
設
以
来
、
多
く

の
愛
犬
家
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ
や
利
用
規
定
、
注
意
事
項

な
ど
を
守
っ
て
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

特
に
、
排
便
し
た
際
の
フ
ン
や
汚

物
等
は
飼
い
主
が
必
ず
持
ち
帰
っ
て

く
だ
さ
い
。

最
近
、
利
用
時
間
外
の
利
用
で
、

か
な
り
の
フ
ン
が
放
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
分
の
間
、
利
用
時
間
（
午
前

９
時
～
日
没
）
以
外
は
、
ド
ッ
グ
ラ

ン
入
口
に
カ
ギ
を
掛
け
る
こ
と
に
し

ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
こ
と
で
、
分
か
ら

な
い
こ
と
な
ど
は
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
町
都
市
計
画
課
緯（

）４
１
６
２

５７

生
垣
で
緑
化
し
ま
せ
ん
か

生
垣
設
置
費
用
助
成
金
交
付
制
度

町
で
は
、
緑
の
あ
る
う
る
お
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
宅
地
の

道
路
面
等
に
生
垣
を
設
置
さ
れ
る
方

に
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
生
垣
は
、
高
さ
等
一

定
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
設
置
す
る
前
の
申
請
で

な
け
れ
ば
、
助
成
金
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

窓
口
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
も
行

っ
て
い
ま
す
。

問
町
都
市
計
画
課
緯（

）４
１
６
１

５７

固
定
資
産
税
「
土
地
・
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
の
縦
覧

固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
地
方

税
法
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
価
格
等

縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

縦
覧
期
間

４
月
２
日
～
５
月

日
３１

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

３０

（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

縦
覧
場
所

町
税
務
課

※
縦
覧
で
き
る
の
は
、
固
定
資
産
税

の
納
税
者
で
、
納
税
通
知
書
や
課
税

明
細
書
、
又
は
運
転
免
許
証
や
健
康

保
険
証
等
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※
納
税
者
の
同
居
の
親
族
で
納
税
者

か
ら
の
委
任
が
認
め
ら
れ
る
方
、
納

税
者
の
代
理
人
と
し
て
委
任
状
等
を

提
示
し
た
方
や
納
税
管
理
人
も
縦
覧

で
き
ま
す
。

問
町
税
務
課

緯（

）４
１
２
３

５７
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事
業
主
の
皆
様
へ

今
年
の
労
働
保
険（
年
度
更
新
）の

申
告
・
納
付
期
限
は
５
月

日
で
す
。

２２

概
算
・
確
定
保
険
料
の
申
告
・
納

付
は
栃
木
労
働
局
・
労
働
基
準
監
督

署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
最
寄

の
日
本
銀
行
歳
入
代
理
店
・
郵
便
局

等
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

申
告
の
手
続
は
、
申
告
書
と
納
付

書
を
切
り
離
さ
な
い
で
、
保
険
料
を

添
え
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
労
働
保
険
料
申
告
等
の
事

務
を
社
会
保
険
労
務
士
や
労
働
保
険

事
務
組
合
に
委
託
す
る
方
法
も
あ
り

ま
す
。

問
栃
木
労
働
局

緯
０
２
８（
６
３
４
）９
１
１
３

不
動
産
鑑
定
評
価
に
関
す
る

春
の
無
料
相
談
会

日

時

４
月
５
日（
木
）

午
前

時
～
午
後
３
時

１０

会

場

小
山
市
中
央
公
民
館

第
３
研
修
室

相
談
内
容

・
不
動
産（
土
地
・
建
物
）の
価
格

・
地
代
、家
賃
、借
地
権
の
価
格
な
ど

問
花
栃
木
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

緯
０
２
８（
６
３
９
）０
５
５
６

表
示
登
記
無
料
相
談
会

栃
木
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
小
山

支
部
で
は
、
表
示
登
記
無
料
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

日

時

４
月

日（
水
）

１８

午
前

時
～

時

１０

１２

午
後
１
時
～
３
時

会

場

役
場
本
館
２
階
大
会
議
室

相
談
内
容

・
土
地
の
境
界
及
び
面
積
に
つ
い
て

・
土
地
の
分
合
筆
登
記
に
つ
い
て

・
土
地
の
地
目
変
更
登
記
に
つ
い
て

・
建
物
の
新
増
築
登
記
に
つ
い
て

・
そ
の
他
土
地
・
建
物
の
表
示
に
関

す
る
こ
と

問
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
小
山
支
部

緯
０
２
８
５（

）６
３
３
７

２７

お知らせ

（19）

人

権

標

語

ご
め
ん
ね
と
あ
り
が
と
うな

か
よ
く
な
れ
る

第
一
歩

友
沼
小
学
校

西
浦

に

し

う

ら

七
海

な

な

み

（

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

18

住
民
課
の
豆
知
識
Ｑ
＆
Ａ

～
窓
口
で
頂
い
た
ご
質
問
か
ら
～

Ｑ
戸
籍
の
筆
頭
者
と
世
帯
主
の
違

い
は
何
で
し
ょ
う
か
？

Ａ「
筆
頭
者
」と
は
、
そ
の
戸
籍
に

最
初
に
載
っ
て
い
る
方
の
こ
と
で

す
。
一
般
的
に
、
夫
婦
の
う
ち
婚

姻
時
に
氏
が
変
わ
ら
な
か
っ
た
方

が
筆
頭
者
で
す
。

「
世
帯
主
」と
は
住
民
票
の
世
帯

の
代
表
者
で
、
主
に
そ
の
世
帯
の

生
計
を
営
む
方
が
な
り
ま
す
。
世

帯
主
は
亡
く
な
る
と
変
更
さ
れ
ま

す
が
、
筆
頭
者
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

世
帯
主
は
生
活
の
実
情
に
合
わ
せ

て
変
更
で
き
ま
す
が
、
筆
頭
者
は

婚
姻
届
等
を
し
な
い
限
り
変
わ
り

ま
せ
ん
。

問
町
住
民
課

緯（

）４
１
２
７

５７

NEW

投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す

「
と
ぴ
っ
く
す
」
コ
ー
ナ
ー
へ
の

投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
身
近
な
こ
と
や
体
験
記
な

ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〈
投
稿
基
準
〉

文
字
数
は
４
０
０
字
ぐ
ら
い
ま

で
。
自
治
会
名
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
写
真
（
原
稿
の
内
容
に
関
す

る
も
の
が
あ
れ
ば
）
を
添
え
て
提

出（
電
話
番
号
は
掲
載
し
ま
せ
ん
）。

匿
名
は
不
採
用
。

ま
た
、
趣
旨
を
変
え
ず
に
原
稿

を
加
筆
、
削
除
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

掲
載
に
つ
い
て
は
広
報
委
員
会
で

判
断
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
同
じ
方
か
ら
の
投
稿
掲

載
は
、
年
1
回
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
町
企
画
財
政
課緯（

）４
１
１
７

５７
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三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

古
河
市

算
古
河
歴
史
博
物
館
・
古
河
街
角
美
術
館

企
画
展「
中
村
威
の
世
界
」

た
け
し

生
ま
れ
故
郷
古
河
の
風
景
を
描
き
続
け
た
日
本

画
家
中
村
威（
１
８
９
８
～
１
９
８
９
）の
郷
愁
あ

ふ
れ
る
絵
画
世
界
を
紹
介
し
ま
す
。
古
河
歴
史
博

物
館
と
古
河
街
角
美
術
館
の
２
会
場
で
開
催
。

期

間

５
月
６
日（
日
）ま
で

午
前
９
時
～
午
後
５
時

入
館
料

歴
史
博
物
館

大
人
４
０
０
円

小
中
高
生
１
０
０
円

街
角
美
術
館

無
料

休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、
第
４
金
曜
日

問
古
河
歴
史
博
物
館

緯（

）５
２
１
１

２２

古
河
街
角
美
術
館

緯（

）５
９
１
１

２２

北
川
辺
町

算
み
ず
わ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
ま
せ
ん
か

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
「
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
だ
れ
で
も
」
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
に
親

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

種

目

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
・
太
極
拳
・
ヨ
ガ
等

入
会
金

個
人
１
０
０
０
円

家
族
２
０
０
０
円

会

費（
月
額
）

（
個
人
会
員
）

高
校
生
以
上

１
０
０
０
円

中
学
生
以
下

５
０
０
円

（
家
族
会
員
・
同
世
帯
家
族
で
あ
れ
ば
何
人
で
も
可
）

２
０
０
０
円

保
険
代（
年
額
）

高
校
生
以
上

１
５
０
０
円

中
学
生
以
下

５
０
０
円

問
み
ず
わ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

緯（

）１
７
１
０（
教
育
委
員
会
）

６２
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今
回
は
、
ひ
じ
き
の
煮
付
け
を
利

用
し
ま
し
た
が
、
切
り
干
し
大
根
の

煮
物
な
ど
も
利
用
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

春
の
朝
ご
は
ん
に
ど
う
ぞ
。

※
県
南
地
域
保
健
栄
養
業
務
推
進
協

議
会
「
健
康
料
理
普
及
の
た
め
の
モ

デ
ル
メ
ニ
ュ
ー（
四
季
）」
よ
り

町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
は
、
献
立
資

料
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
か
っ
た
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

町
健
康
福
祉
課

健
康
増
進
係

春
で
す
。

元
気
に
、
朝
ご
は
ん
外

朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
、
元
気
に
春

の
１
日
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

春
の
朝
食
に
ぴ
っ
た
り
の
、
春
が

旬
の
ひ
じ
き
を
使
っ
た
料
理
を
紹
介

し
ま
す
。

ひ
じ
き
入
り
卵
焼
き

作
り
方

①
卵
を
ボ
ー
ル
に
割
り
ほ
ぐ
し
、
塩

で
調
味
す
る
。（
ひ
じ
き
の
味
付
け

が
濃
い
場
合
は
塩
を
加
え
な
い
）

②
①
に
ひ
じ
き
の
煮
付
け
を
加
え
て

混
ぜ
合
わ
せ
る
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
熱
し
、
卵
液

を
何
回
か
に
分
け
て
流
し
巻
き
込
ん

で
い
く
。

子
ど
も
は
あ
そ
び
な
が
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。
子

ど
も
に
と
っ
て
何
事
も
「
楽
し
く
」

が
基
本
で
す
。
そ
し
て
「
ほ
め
な
が

ら
」
が
大
切
で
す
。
ほ
め
る
と
言
っ

て
も
、「
で
き
た
ね
」
な
ど
、
単
に
子

ど
も
を
認
め
る
よ
う
な
言
葉
で
良
い

の
で
す
。
大
好
き
な
大
人
の
人
が
見

て
い
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
安
心
感

か
ら
、
子
ど
も
は
や
る
気
を
出
し
て

が
ん
ば
れ
る
も
の
で
す
よ
。
で
き
た

と
き
に
は
、
た
く
さ
ん
ほ
め
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

丸
林
保
育
所
保
育
士

綾
部
容
子

何
で
も
楽
し
く

ご
あ
い
さ
つ
、
お
片
づ
け
、
ト
イ

レ
、
着
替
え
・
・
・
、
子
ど
も
に
身

に
つ
け
て
ほ
し
い
生
活
習
慣
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
身
に
つ
け

て
も
ら
お
う
と
、
毎
日
一
生
懸
命
だ

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
生
懸
命

に
な
る
あ
ま
り
、
叱
っ
て
い
る
だ
け
、

と
い
う
場
合
が
案
外
多
い
も
の
で
す
。

「
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
の

？
」「
い
つ
ま
で
や
っ
て
い
る
の
？
」、

こ
れ
で
は
叱
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

単
に
文
句
や
苦
情
を
言
っ
て
い
る
だ

け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。「
言
う

こ
と
を
聞
か
な
い
な
ら
、
○
○
○
を

買
っ
て
あ
げ
な
い
よ
」「
そ
れ
が
嫌
な

ら
言
う
こ
と
を
聞
き
な
さ
い
」、
こ

れ
で
は
子
ど
も
は
動
く
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
の
と
き
限
り
の
こ
と
で
、

そ
の
行
動
は
決
し
て
定
着
し
ま
せ
ん
。

う
れ
し
さ
、
楽
し
さ
、
お
も
し
ろ
さ
、

安
心
感
の
気
持
ち
が
子
ど
も
の
心
の

中
に
一
つ
で
も
お
こ
る
よ
う
に
す
る

と
、
や
る
気
に
な
り
ま
す
。
言
わ
れ

な
く
て
も
、
自
分
か
ら
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

エネルギー：１４２k沙
たんぱく質：７．７扱
脂質：１０．２扱
カルシウム：８５葵
鉄：２．８葵
塩分：１扱

（
材
料

４
人
分
）

卵
…
４
個
、
ひ
じ
き
の
煮
付
け
…
１

０
０
ｇ
、
さ
や
え
ん
ど
う
…

ｇ
、
塩

２０

…
小
さ
じ
１
／
４
、
植
物
油
…
大
さ

じ
１

〈
付
け
合
せ
〉
プ
チ
ト
マ
ト
…
８
個
、

プ
リ
ー
ツ
レ
タ
ス
…
２
枚



シ
リ
ー
ズ

野
木
町
消
防
団

１
３
４
名
の
精
鋭
た
ち
①

２
月

日
冷
た
い
風
が
吹
く
中
、

２４

昨
年
末
よ
り
行
方
不
明
に
な
っ
て

い
る
方（
松
原
地
区
住
民
）を
、
８１

名
の
消
防
団
員
と
約

名
の
同
地

９０

域
住
民
が
河
川
敷
及
び
同
地
区
の

空
き
家
や
山
林
を
一
斉
に
捜
索
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら

懸
命
な
捜
索
活
動
で
あ
り
ま
し
た

が
発
見
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

６
年

仲な
か

健
太
郎

け
ん
た
ろ
う

雨
の
日
も
風
の
日
も
ぼ
く
た
ち

み
ん
な
を
交
通
指
導
員
さ
ん
と
し

て
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
伏
木
さ

ん
が
今
年
で
終
わ
り
な
の
で
、
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
集
会
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
○
×
ク

イ
ズ
を
し
ま
し
た
。
最
後
の
問
題

で
は
、
伏
木
さ
ん
の
優
し
さ
が
と

て
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

い
つ
も
ぼ
く
た
ち
の
事
を
考
え

て
く
だ
さ
り
、
横
断
歩
道
で
の
マ

ナ
ー
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
伏
木
さ
ん
の

言
葉
を
心
に
刻
み
元
気
に
登
下
校

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

年
間
も
の
長
い
間
あ
り
が
と

１６
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

投
稿

交
通
指
導
員
さ
ん
感
謝
の
会

南
赤
塚
小
学
校

６
年

前
田

ま
え
だ

果
歩

か
ほ

２
月

日
に
体
育
館
で
交
通
指

１４

導
員
の
伏
木
喜
市
さ
ん
を
お
招
き

し
、
感
謝
の
会
を
行
い
ま
し
た
。

伏
木
さ
ん
に
関
す
る
○
×
ク
イ

ズ
を
し
た
り
、
感
謝
の
手
紙
と
プ

レ
ゼ
ン
ト
の
贈
呈
を
行
っ
た
り
し

た
後
、
伏
木
さ
ん
に
も
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
達
が
元

気
に
挨
拶
を
し
て
く
れ
る
こ
と
が

と
て
も
う
れ
し
い
と
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
最
後
に
私
達
が
作

っ
た
「
あ
り
が
と
う
さ
よ
う
な
ら
」

の
か
え
う
た
を
心
を
こ
め
て
歌
い

ま
し
た
。
み
ん
な
で
一
生
け
ん
め

い
や
っ
た
の
で
、
感
謝
の
気
持
ち

が
伏
木
さ
ん
に
伝
わ
っ
た
と
思
い

ま
す
。年

間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

１６
ま
し
た
。

や
す
く
話
さ
れ
、
時
間
の
た
つ
の

も
忘
れ
た
１
時
間
あ
ま
り
の
有
意

義
な
交
通
安
全
講
話
会
で
し
た
。

今
後
も
会
員
相
互
の
親
睦
を
深

め
る
交
流
の
場
、
ふ
れ
あ
い
の
機

会
と
し
て
充
実
し
た
福
寿
会
活
動

を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

投
稿

爆
笑
の
連
続
概

シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
講
話
会

潤
島
福
寿
会
会
長

新
井

あ
ら
い

明
石

あ
か
し

潤
島
福
寿
会
主
催
に
よ
る
「
シ

ル
バ
ー
交
通
安
全
講
話
会
」
が
潤

島
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
始
時
間
の

分
前
か
ら

数

３０

２０

名
が
集
ま
り
待
機
す
る
中
、
お
招

き
し
た
小
山
警
察
署
の
山
田
巡
査

部
長
の
講
話
が
始
ま
り
ま
し
た
。

最
初
か
ら
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
、

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
ま
じ
え
た
す
ば

ら
し
い
話
術
、
熱
弁
に
は
圧
倒
さ

れ
、「
ワ
ッ
ハ
ハ
ッ
ー
」「
オ
ッ
ホ
ッ

ホ
ー
」「
ウ
ッ
フ
ッ
フ
ー
」
と
爆
笑

の
連
続
、
拍
手
喝
采
、
と
熱
気
に

あ
ふ
れ
ま
し
た
。「
元
気
な
人
ほ

ど
怖
さ
知
ら
ず
で
無
理
を
す
る
た

め
に
交
通
事
故
に
あ
い
や
す
い
」

「
高
齢
者
は
明
る
い
目
立
つ
色
の

服
装
を
こ
こ
ろ
が
け
よ
う
」
等
、

事
故
の
恐
ろ
し
さ
、
事
故
防
止
の

心
構
え
の
説
得
力
あ
る
話
に
、
参

加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
り
「
ウ
ン
、

ウ
ン
」「
そ
う
か
」「
な
る
ほ
ど
」

と
納
得
の
あ
い
づ
ち
の
繰
り
返
し

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

お
も
し
ろ
、
お
か
し
く
、
わ
か
り

（22）
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ま
た
、
第

回
国
民
体
育
大
会

６１

入
賞
者
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

蕎
優
秀
団
体
・
監
督
感
謝
状

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
監
督

小
菅

こ
す
げ

富
十
郎
（
丸
林
）

と
み
じ
ゅ
う
ろ
う

蕎
優
秀
選
手
感
謝
状

陸
上
競
技

ハ
ン
マ
ー
投
げ

遠
藤

え
ん
ど
う

彰
（
南
赤
塚
）

あ
き
ら

カ
ヌ
ー
少
年
女
子

鈴
木

す
ず
き

由
理
奈
（
川
田
）

ゆ
り
な

（
敬
称
略
）

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ

普
及
・
発
展
に
尽
力

２
月

日
、
栃
木
県
公
館
に
お

２３

い
て
「

年
度
栃
木
県
体
育
協
会

１８

ス
ポ
ー
ツ
顕
彰
授
賞
式
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
永
年
に
わ
た
り
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
普
及
・
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
団
体
及
び
個
人
を
表
彰
す

る
も
の
で
す
。

興
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
（
県
内
６
名
）

西
村

に
し
む
ら

壽
雄
（
野
木
町
剣
道
連
盟
）

と
し
お

興
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体
賞

（
県
内
５
団
体
）

野
木
町
柔
道
ク
ラ
ブ

残
念
な
が
ら
優
勝
に
は
手
が
届

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
サ
ッ
カ
ー

の
町
「
野
木
町
」
を
強
く
印
象
づ

け
る
こ
と
が
で
き
た
記
念
す
べ
き

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

投
稿

持
ち
前
の
元
気
と

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

野
木
町
選
抜
父
兄
代
表水

戸
み
と

智
さ
と
し

２
月

日
、
第
５
回
栃
木
県
少

１１

年
サ
ッ
カ
ー
市
町
村
選
抜
大
会
の

最
終
日
に
野
木
町
選
抜
チ
ー
ム
が

第
３
位
入
賞
と
い
う
快
挙
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。

チ
ー
ム
に
よ
る
激
戦
の
な
か
、

５４
野
木
選
抜
チ
ー
ム
は
「
持
ち
前
の

元
気
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
で
強
豪

を
次
々
に
退
け
て
の
入
賞
で
し
た
。

監
督
・
コ
ー
チ
の
采
配
、
１
０
０

%
の
力
を
出
し
切
っ
た
選
手
達
、

保
護
者
の
精
一
杯
の
応
援
が
チ
ー

ム
一
丸
と
な
り
、
大
き
な
感
動
と

貴
重
な
想
い
出
を
残
し
て
く
れ
ま

し
た
。

交
通
安
全
の
願
い
を
込
め
て

小
山
地
区
交
通
安
全
協
会
で
は
、

毎
年
新
入
学
児
童
の
交
通
安
全
を

願
っ
て
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

困
り
ま
す
、

悪
質
な
ご
み
の
出
し
方

２
月
６
日
、
新
橋
区
内
の
可
燃

ご
み
の
集
積
所
に
、
車
の
エ
ン
ジ

ン
オ
イ
ル
と
思
わ
れ
る
物
が
、
生

ご
み
袋
の
中
に
混
入
さ
れ
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
中
身
の
見
え
な
い

袋
を
使
っ
た
悪
質
な
手
口
で
す
。

最
近
、
分
別
し
て
い
な
い
ご
み
や

町
が
回
収
で
き
な
い
ご
み
を
中
身

の
見
え
な
い
生
ご
み
袋
や
ダ
ン
ボ

ー
ル
を
使
っ
て
出
す
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
ま
す
。

「
自
分
だ
け
良
け
れ
ば
」の
考
え

は
多
く
の
迷
惑
と
無
駄
を
生
み
ま

す
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

ご
み
の
出
し
方
で
分
か
ら
な
い

と
き
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
町
環
境
交
通
課緯（

）４
１
３
１

５７

青だって
油断大敵

みぎひだり
町の人口

（23）

お
詫
び
と
訂
正

3
月
号
と
ぴ
っ
く
す「
町
小
中
学
校

ス
ポ
ー
ツ
・
関
東
全
国
大
会
報
告
会
」

の
記
事
の
な
か
で
、
友
沼
小
「
栗
川
奈

々
」さ
ん
の
名
前
が「
菜
々
」と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

お
詫
び
し
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。町内の交通事故

8件数２
月
累
計

0死者

9傷者

17(-3)件数（増減）年
累
計
（
前
年
比
）

19

1(1)死者（増減）

17(-5)傷者（増減）

３月１日現在

人口男12,890人

女13,040人

計25,930人

世帯数 8,799
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